
２０１９年度 ２０１８年度 増減 増減率
一般会計 1022億9000万円 995億円 27億9000万円 2.8%
国民健康保険特別 246億2800万円 257億8500万円 △11億5700万円 △4.5%
後期高齢医療特別 50億2800万円 49億1100万円 1億1700万円 2.4%
介護保険特別 174億9500万円 167億2900万円 7億6600万円 4.6%

２０１９年度予算　（当初予算比較）
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区政報告
ニュース

２
月
５
日
、
荒
川
区
は
、
２
０

１
９
年
度
荒
川
区
一
般
会
計
予
算

案
を
プ
レ
ス
発
表
。
１
０
０
０
億

円
台
の
大
型
予
算
案
と
な
っ
て
い

ま
す
（
一
般
会
計
と
３
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
額
は
１
４
９
４
億
円

※
左
表
参
照
）
。

区
は
、
荒
川
区
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
24
億
５
７

２
１
万
円
、
児
童
相
談
所
設
置
準

備
経
費
13
億
６
０
２
３
万
円
、
私

立
保
育
園
開

設
運
営
費
９

億
１
６
５
５
万
円
な
ど
が
増
要
因

と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
事
業
の
中
に
は
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
用
具
支
給
拡
大
、

小
規
模
事
業
所
設
備
投
資
補
助
の

区
内
営
業
期
間
10
年
を
５
年
に
緩

和
な
ど
も
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
引
く
消
費
不
況
に
苦
し
む
区

民
の
く
ら
し
応
援
に
な
っ
て
い
る

の
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
届
け
、
願

い
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

☆荒川区政の各種情報・

話題など…横山幸次区議

のホームページをご覧く

ださい。

３月４日（月）
横山事務所18時～20時

町
屋
２
丁
目
で
建
設
中
の
私
立
（
仮
）

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
ズ
町
屋
保
育
園
は
、

今
年
４
月
１
日
開
園
に
向
け
て
急
ピ
ッ

チ
で
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
定

員
は
60
人
で
０
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
ま

す
。
す
で
に
４
月
１
日
か
ら
の
保
育
園

の
募
集
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の

保
育
園
の
募
集
定
員
も
入
っ
た
人
数
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
先
週
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
、
昨
年
並

み
の
２
０
０
人
を
超
え
る
不
承
諾
が
出

る
見
込
み
で
す
。
保
育
マ
マ
な
ど
の
対

応
で
最
終
的
に
待
機
児
童
が
何
人
な
る

か
は
流
動
的
で
す
。
し
か
し
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
保
育
園
に
入
れ
な
い
こ
と
で

生
活
設
計
が
狂
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
区
の
対
応
が
問
わ
れ
ま

す
。
同
時
に
、
町
屋
２
丁
目
の
新
保
育

園
は
、
前
面
道
路
も
狭
く
、
自
転
車
等

の
通
行
も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
通
園
時

の
安
全
対
策
や
避
難
路
の
確
保
な
ど
さ

ら
に
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
と
求
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
横
山
幸
次
）

裏面 ２月会議横山幸次

区議の質問内容…など

現
職
区
議
任
期
最
後
の
区
議
会
２

月
会
議
で
、
横
山
幸
次
区
議
が
共
産

党
の
代
表
質
問
に
立
ち
ま
す
。

２
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時

か
ら
の
予
定
で
す
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
支
援
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
地
震
な
ど
災
害
対
策
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
な
ど
質
問
し
ま

す
。
（
裏
面
詳
細
）

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
区
役
所
５
階
議
会
事
務
局
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
）

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。お急ぎの場合は、北千住法律事

務所の相談日などご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

新年度予算の主な新規事業
▽福祉用具給付事業

高齢者の自立支援用具として、シルバーカー・手すり

・シャワーベンチの給付。65才以上で介護

保険と同様1割負担予定。【1,165万円】

▽中小企業設備投資補助の拡充

区内での事業継続の要件を10年以上から5年以上

に緩和。また小規模事業者だけでなく中小企業にも

対象を広げる。【1億2,377万円】

▽保育所ＩＴ支援

保育所業務支援システム(登園管理や保

育計画、保護者メールなど)を導入する事業者に１園

あたり200万円を上限に補助【1億1,600万円】

▽産後ケア事業の拡大

宿泊型。日帰り型の産後ケアに加え、助産師等が自

宅訪問して授乳や乳房トラブルに対する相談指導を

行う訪問型(1回1千円)を増やす。【1,086万円】

▽学校体育館空調設備設置

原中・九中・峡田小・汐入小をモデル校に昨年設置。

災害時には避難所ともなる区立小中学校と生涯学習

センターの体育館すべてに設置する。【8,880万円】

▽教育関係では「中学１年生の基礎学力向上事業

で夏休み補習授業150万円」「英語検定受験料年1

回全額助成371万円」「タブレット5年リースの契約201

9年7月まで、更新で6億5,343万円」…など。



横山幸次区議の質問項目…
１、政府の統計偽装、消費税増税など

について

①国の基幹統計の不正や偽装などは、

区政運営上も深刻な影響を与えると考

えるが、区の認識を問う。

②実質賃金が前年比マイナスなど増税

の前提が崩れた中、少なくとも統計不

正の事実解明抜きの消費税１０％増税

強行には、区として反対を表明するこ

と。

２、高齢者の暮らし応援について

①区立高齢者住宅の入居基準について、

立ち退き、老朽危険住宅などの住宅困

窮度を考慮した枠を設け

る制度の検討を行うこと。

②高齢者住み替え家賃助

成制度は、エレベーターのない集合住

宅の２階以上に居住し生活支障のある

方、劣悪な住環境、老朽化した住宅な

ども考慮した要件も加え、助成額も実

態に合わせて改善すること。

③空き家、銭湯、ひろば館、商店街な

ど地域資源を活用し、生活圏域の中で

高齢者が地域でつながる「コミュニティ」

の場をつくる構想を策定すること。

④困難ケースに継続的に対応するため

高齢者福祉課のケースワーカーの増員

を行うこと。

⑤加齢性難聴者などの補聴器購入補助

について区の検討状況と実施について

見解を問う。

⑥特別障害者手当につい

て在宅の要介護４、５の

方に周知し申請の援助を行うこと。

３、子どもの貧困の改善に向けた取り

組みについて

①荒川区として政府に対し、生活保護

を安心して利用できる「生活保障法」

に改定、最低賃金の大幅引き上げ、賃

金・雇用状況の改善など求めること。

②義務教育完全無償化についての区の

認識を問う。また子どもの貧困解消の

ためにも当面就学援助の対象者の拡大

に真剣に取り組むこと。

③区として学校給食無料

化の検討をおこなうこと。

④首都大学東京「子ども・若者貧困研

究センター」などとも協力して、区内

の子ども生活実態調査などを実施する

とともに、貧困の改善目標と結果に応

じた対策を行うこと。

⑤子ども家庭支援センターを児童相談

所に統合するのでなく、引き続き身近

な相談窓口として充実すること。また

各地域に子育て支援の専門家を配置し

た相談窓口を設置すること。

４、自然現象を災害にしないために

①公的住宅の建設も含め全住民が耐震

不燃化された安全な住まいで暮らすこ

とを目標にしつつ、そこまでの間、最

低限命を守る簡易耐震工事補助など多

様な対策を実施すること。

②最も災害危険度の高い町屋４丁目付

近にふれあい館などコミュニティ・防

災施設を早期に具体化すること。

５、公共空間での全面禁煙を柱にした

受動喫煙防止条例制定

の検討状況と区の決意

を問う。

２
月
５
日
、
共
産
党
の
塩
川
衆

院
議
員
は
、
相
次
ぐ
統
計
不
正
の

背
景
に
統
計
職
員
の
リ
ス
ト
ラ
が

あ
る
と
告
発
し
ま
し
た
。
国
の
統

計
職
員
は
04
～
18
年
に
、
国
の

統
計
職
員
は
６
２
４
１
人
か
ら

１
９
４
０
人
へ
と
３
分
の
１
に

激
減
。
人
件
費
が
国
庫
負
担
の

都
道
府
県
の
統
計
専
任
職
員
定

数
は
２
２
４
２
人
か
ら
１
６
７

１
人
へ
と
４
分
の
３
に
減
少
、

合
計
６
割
の
減
少
で
す
。
「
骨

太
方
針
２
０
１
７
」
が
「
統
計

改
革
の
推
進
」
と
し
て
「
官
民

の
統
計
コ
ス
ト
を
３
年
間
で
２

割
削
減
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

今
回
の
不
正
は
、
明
ら
か
に
安

倍
政
権
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
と
も
言
え
ま
す
。
（
左
グ
ラ
フ

は
井
上
伸
氏
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
）

高
齢
者
の
お
宅
を
お
訪
ね
す
る
と
、

一
人
暮
ら
し
の
方
が
増
え
、
社
会
的
孤

立
な
ど
の
困
難
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
で
あ
っ
た
銭
湯

な
ど
も
な
く
な
り
、
か
つ
て
近
く
に
あ
っ

た
ひ
ろ
ば
館
も
統
廃
合
で
廃
止
さ
れ
、

遠
く
の
ふ
れ
あ
い
館
し
か
な
く
な
っ
た

地
域
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
区
と
し

て
空
き
家
、
銭
湯
、
ひ
ろ
ば
館
、
商
店

街
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
生

活
圏
域
の
中
に
高
齢
の

み
な
さ
ん
が
地
域
で
つ

な
が
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

の
場
を
つ
く
る
構
想
を

策
定
す
る
よ
う
に
求
め

ま
す
。

加
齢
に
よ
る
難
聴
の
進
行
が
社
会
生
活

の
困
難
を
拡
大
、
孤
立
だ
け
で
な
く
、
認

知
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
の
補
聴

器
の
普
及
は
、
14
％
程
度
、
欧
米
で
30
～

50
％
と
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
主

な
要
因
の
一
つ
に
、
公
的
補
助
が
日
本
の

場
合
限
定
さ
れ
、
多
く
の
難
聴
者
が
対
象

外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

23
区
の
少
な
く
な
い
区
で
実
施

し
て
い
る
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ

い
て
、
区
と
し
て
の
検
討
状
況
を

た
だ
し
、
実
施
を
求
め
ま
す
。

自
然
現
象
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
自
然
現

象
を
災
害
に
し
な
い
こ
と
は
で
き
ま
す
。

「
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
」
要
は
、

住
宅
耐
震
化
１
０
０
％
、
屋
内
安
全
対
策

１
０
０
％
を
本
気
で
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
公
的
住
宅
の
建
設
も
含
め
全

区
民
が
耐
震
・
不
燃
化
さ
れ
た
安
全
な
住

ま
い
で
暮
ら
す
こ
と
を
目

標
に
、
そ
の
間
、
最
低
限

命
を
守
る
簡
易
耐
震
工
事

補
助
な
ど
多
様
な
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

東
京
都
が
首
都
大
学
東
京

子
ど
も
・
若
者
貧
困
研
究
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
た
「
子
供
の

生
活
実
態
調
査
」
で
は
、
満

足
に
食
料
品
が
買
え
な
い
家

庭
が
予
想
以
上
に
多
い
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
世
田

谷
区
は
、
区
内
の
小
学
５
年
か
中
学
２

年
の
子
を
持
つ
家
庭
約
１
万
３
０
０
０

世
帯
を
対
象
に
、
生
活
実
態
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
約
３
０
０

世
帯
が
「
経
済
的
に
食
材
を
購
入
で
き

な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
」
な
ど
か
ら
独

自
支
援
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
子
ど
も
生
活
実
態
調
査
な
ど

を
実
施
と
貧
困
の
改
善
目
標
を
持
ち
実

態
に
即
し
た
経
済
的
支
援
な
ど
の
対
策

の
実
施
を
求
め
ま
す
。

２月区議会で横山幸次区議が行う代表質問項目と主

な内容をご紹介します。下の囲みの質問項目は、２月

６日に区当局に通告したものです。また主な質問内容

の一部もご紹介します。ご意見をお寄せください。


